褥瘡対策委員会　議事録
開催日　　平成　22年3月4日　（　木　）　　　　　　　　　　開催回数　第　11回
時　間　　15：00～15：30
場　所　　病院2階　応接室
記録者　　滝田　ヒロ子
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＜連絡事項＞

・今年度最後の委員会になります。4月半ばまでは委員なので申し送りできるようにして

おいて下さい

＜褥瘡発生者の報告＞

・東病棟…なし

・西病棟…なし

・南病棟…なし

　　褥瘡はないがリスクの高い要注意患者様

久慈脩様：身体拘束10日位経過。シーネ固定部発赤あり、両上肢リスクが高い。体重も減少傾向のため、全身に作らないように注意が必要。

・北病棟…なし

・南寿の里　…なし

・南山苑…4名発生

・吉田　ルエ様～DES1N　19点先月と同じ状態。中から時々出血みられている。

ポケットの周りが壊死状態続くため、2回／1日洗浄の後、滅菌中ガーゼ2枚挿入し交換しているが、なかなか改善が見られない。発熱はない。

ゲーベン処置からアズノール処置に変更し、1週間経過観察していく。

・河村　ハツ様～先月DES1N　11点と改善したが、今月13点と再び悪化見られる。

ゲーベン処置1～2回／1日継続中。体圧分散マット継続中。

・上村　よし様～現在、右膝の他に、2ヶ所に発生。右足踵DES1N　7点、右外踝　10点、といずれもギプスの中に発生している。体位交換は常に仰臥位のみ。右膝内側の骨が突出している。周囲が赤くなっているため、常に何かで覆うように工夫し、テープかぶれしないよう注意が必要。褥瘡を増やさない、右膝悪化予防に努める事。

・依田　キワ様～前回DES1N　9点と悪化傾向だったが、6点と改善されている。

· 南山苑は、常に褥瘡発生者が4～5名と昨年度に比べ増えています。以前より経管栄養の方が3倍くらいに増え、リスクの高い方が増えている現状もありますが体位変換などの工夫を次年度も継続してください。

＜リスクの高い人・褥瘡に関して＞

・骨の突出具合を測定し、リスクの高さを見て行く。

・身体拘束者（体幹・四肢）で、発赤のある人は早目に予防する。

※病院の担当者は4月半ばまで、集計の入力・書類の管理をお願いします。







